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本資料では、スプリッタに関する使用方法についてご説明致します。 

説明の内容は、以下の通りです。 

 

・スプリッタとは？ 

・スプリッタの画面とオプションの説明 

・スプリットの処理方法 

 

 

１） スプリッタとは？ 

「スプリッタ」とは、ExcelやCSVファイルで１行のデータから振替伝票を生成する際に、

各行を Excelの１つのシートに展開することで、早業 BANK８での「複合仕訳のパターン

設定」を容易にする機能です。 

 

 

 

スプリット処理を行うと、各シートで１行のデータのみのファイルとなります。 

 

  



 

２） オプションの説明 

スプリッタ画面を表示するには、早業で事業所を開いてからメニューの「アシスタント」

→「ツール」→「スプリッタ」を選択すると以下の画面が表示されます。 

 

 

  



 

以下のオプションを設定することが可能です。 

 

大項目 詳細項目 説明 

ヘッダオプション 

（ヘッダを指定す

ると各シートにヘ

ッダ情報が付加さ

れます） 

Excelパターンを選択してヘ

ッダ行を指定 

パターン設定時のヘッダ情報の行

数を利用します。 

行数を指定してヘッダを処理 行数を設定してヘッダ処理を行い

ます。 

ヘッダを指定しない ヘッダ処理をしてしません。先頭行

からデータ行として扱います。 

範囲オプション すべての行を対象とする すべての行をスプリット対象とし

ます。尚、ヘッダ行を指定している

場合は、ヘッダ行の次の行からが処

理対象となります。 

指定行の範囲を指定 指定した行の範囲をスプリットの

対象とします。開始行を指定しない

場合は先頭行から、終了行を指定し

ない場合は最後まで処理されます。 

スプリットのオプ

ション 

１つの Excelファイルに作成

するシート数 

１つのExcelに生成するシート数を

指定します。大量のシートを生成す

ると、処理上性能が悪くなる可能性

があります。 

グループ処理を有効 通常のスプリットは、１行単位でス

プリットしますが、グループ処理を

有効にして「列」を指定すると、そ

の列中の同一文字列単位でスプリ

ットします。 

行列を入れ替えてからスプリ

ットする 

このオプションは、行列を入れ替え

て処理するオプションです。データ

の並びが縦横を入れ替えた場合に

利用できます。 

 

 

 

 

 



 

３） スプリットの処理方法 

スプリットの処理方法は、まず初めに以下のスプリットの画面でオプションを設定します。 

 

 

正しくオプションを設定したら、上記の画面に対象のファイルをドロップします。 

ドロップしたファイルが Excelの場合は、以下のシートを選択する画面が表示されます。 

 

 

 

上記の画面で「はい」を選択すると、以下の画面が表示されます。 

 

 

  



 

 

 

上記の画面では、スプリット対象のシートを選択します。選択後以下の画面が表示されま

す。 

 

 

上記の画面で保存先のディレクトリを選択して「ＯＫ」を選択すると処理が開始されます。 

スプリットの処理が完了後、以下の画面が表示されます。 

 



 

 

上記の画面では、スプリットして生成したファイルを引き続きコンバートする場合は、「は

い」を選択します。生成されたファイルを確認するために処理を中止する場合は、「いいえ」

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


